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〓
會

員

動
靜

陸
軍
二
等
軍
醫
從
七
位
　
滋

野

井

至

孝

任
陸
軍
一
等
軍
醫
　

(十
二
月
二
十
二
日
)

正
五
位
勳
五
等
　
齋

藤

精

一

郎

叙
勳
四
等
授
瑞
竇
章
　

(十
二
月
二
十
三
日
)

鐵
道
醫
　
山

口

龍

契

鐡
道
醫
ニ
任
ス

鐵
道
醫
　
山

口

龍

契

年
俸
貳
千
貳
百
圓
下
賜

岡
山
治
療
所
主
任
ヲ
命
ス

陸
軍
二
等
軍
醫
正
　
濱

島

秀

梧

陸
軍
軍
醫
學
校
附
被
免

陸
軍
二
等
軍
醫
正
　
濱

島

秀

梧

補
千
葉
衛
戍
病
院
長

小
倉
衛
戍
病
院
附
陸
軍
三
等
軍
醫
　
佐

藤

鳴

海

免
本
職
　

(十
二
月
二
十
七
日
)

輜
重
兵
第
五
大
隊
附
陸
軍
一
等
軍
醫
　
杉

山

龜

之

助

免
本
職
補
第
五
師
團
軍
醫
部
部
員

仙
臺
衛
戍
病
院
附
陸
軍
三
等
軍
醫
　
北

林

稔

依
願
休
職
被
仰
付

從
七
位
勳
六
等
　
吉

栖

生

一

從
七
位
　
伊

藤

愼

一

敍
正
七
位

正
八
位
　
林

成

道

正
八
位
　

三

宅

正

一

敍
從
七
位

岡
山
醫
科
大
學
教
授
　

田

中

文

男

岡
山
醫
科
大
學
附
屬
醫
院
耳
鼻
咽
喉
科
醫
長
ヲ
免
ス
　

(

十

一
年
十

一
月

二
十
八
日

)

朝
鮮
總
督
府
道
慈
惠
醫
院
醫
官
　
沖

野

亘

八
級
俸
下
賜
　

(十

一
年
十
二
月

三
十

一
日

)

從
七
位
　
滋

野

井

至

孝

敍
正
七
位

正
八
位
　

西

村

英

二

正
八
位
勳
六
等
　
後

藤

英

明

正
八
位
　
大

橋

要

人

正
八
位
　
山

本

宗

次

正
八
位
　
明

渡

侃

治

敍
從
七
位

歩
兵
第
三
聯
隊
附
陸
軍

一
等
軍
醫
　

工

藤

磨

依
願
休
職
被
仰
付

(
一
月
二
十
日
)

雜
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○
田
中
文
男
君
　
際

て
渡
歐
中
の
同

君
は
本

月

十

五

日

頃

獨
逸

國

ベ
ル
リ

ン
に
到
着

せ
ら
る
〓
筈

に
て
其
宛
名
は
左
の
如

し

B

e
i
 d
e
r
 J
a
p
a
n
is
c
h

e
n
 
B

o
t
s
c
h
a
ft
,

B

e
r
l
in
,

D

e
u
ts
c
h
l
a
n
d
.

○
細
川
隆

一
君
  
曩

日
醫
學
研
究
の
爲

め
渡
歐

せ
ら
れ
た
る
同
君
は

去
月
中
旬
無
事
瑞
西
國

に
到
着

せ
ら
れ

ベ
ル

ン
大
學

に
入
學

せ
ら
れ

た
り
其
寓
所
は
左
の
如

し

P

.
 a
.
 P
e
n
s
i
o
n
 
B

e
r
n
a
,

S
c
h
a
n
z
e
n
e
c
k
s
t
r
,
 N

o
.
 1
9
,

B

e
r
n
,
 S

c
h
w

o
it
z
.

○
高
橋
義
藏
君
　
は
醫
學
研
究
の
爲
め
昨
年
十
月
二
十
九
日
神
戸
港

解
纜
の
伏
見
丸
に
て
渡
歐
ぜ
ら
れ
た
り

〇
簡
野
松
太
郎
君
　
北
京
公
使
館
附
陸
軍
三
等
軍
醫
正
簡
野
松
太
郎

君
は
舊
臘
北
京
陸
軍
軍
醫
學
校
講
師
を
囑
託
せ
ら
れ
内
科
を
擔
任
せ

ら
る
術
ほ
國
立
醫
學
專
門
學
校
の
講
師
を
も
依
託
せ
ら
れ
た
り
と

〇
鈴
木
鐵
夫
君
　
は
豫
て
岡
山
醫
科
大
學
附
屬
醫
院
に
勤
務
し
居
ら

れ
し
か
今
般
同
院
を
辭
し
宇
部
市
西
區
國
重
醫
院
に
勤
務
せ
ら
れ
だ

り○
藤
義
雄
君
　
は
今
般
佐
賀
縣
東
松
浦
郡
嚴
木
村
貝
島
岩
屋
炭
礦
病

院
に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
片
岡
穆
君
　

は
今
般
神
戸
市
攝
津
病
院
を
辭
し
兵
庫
縣
美
方
郡
村

岡
町
立
病
院

小
代
分
院
主
任

モ
し
て
就
任
せ
ら
れ
た
り

○
松
村
丈
弌
君
　
舊
臘
よ
り
當

地
石
本
外
科
醫
院
に
勤
務
せ
ら
れ

た

り○
武
田
俊
光
君
　

は
豫

て
下
關
市
井
上
醫
院

に
勤
務
し
居

ら
れ
し
か

今
般
同
院
を
辭
し
岡
山
醫
科
大
學
附
屬
醫
院
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
科

に
勤

務

せ
ら
れ
た
り

○
鹿
籠
六
泰
祐
君
　

は
豫

て
岡
山
醫
科
大
學
附
屬
醫
院
産
婦
人
科

に

勤
務
し
居

ら
れ
し
か
今
般
辭
職
佐
賀
市
池
田
病
院

に
勤
務
せ
ら
れ
た

り○
遠
藤
壽
太
君
　

は
豫

て
大
阪
市
石
神
病
院

に
勤
務
し
居
ら
れ
し

か

今
般
辭
職
大
阪
府
西
成
郡
千
船
町
に
於

て
内
科
小
兒
科
専
門

に
て
開

業
せ
ら
れ
た
り

○
松
尾
潔
君
　

は
先
般
山
口
縣
阿
武
郡
紫
福
村

に
移
轉
せ
ら
れ
た
り

中
島
楠
男
君
逝
く
　

君
は
大
正
二
年
岡
山
醫
學
專
門
學
校
を
卒

業

し
大
連
醫
院
小
兒
科

に
勤
務

し
辭
職
後
は
郷
里
本
縣
淺

口
郡

六
條
院
村

に
於
て
開
業
し
居
ら
れ
し
か
近
年
健
康

を
害

し
靜
養

に
カ

め
ら
れ
し
も
其
效
無

く
本
月
六
日
遠
逝
せ
ら
れ
た
り
モ
洵

に
哀
悼

に
堪

へ
さ
る
な
り

雜
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〓

大

二
會

通
信
　

阪
神

の
大

二
會

は
大
阪

方
が
幹

事

で
、
昨

年
十

一
月

十

九

日
尼

ケ
崎

の
南
川

、

姫
路

の
藤
森

兩
君

の
途

別
を
兼

ね
、

昨
春

岡
山

の
會

合

以
來
久

々
で
、

梅

田

の
靜
觀

樓

に
蓋
を

あ
け

ま

し

た
。同

時

に
渡

欧

せ

ら

る
〓
廣
島

の
多

田
君

を
此

の
席

に
漏

し

た
の

は

惜

し

い
事

で
し
た
が
來

會

者

は

二
三
病

氣

の
人
以

外

は
皆

出
席

の
盛

況

で
、
豫

定
通

り

の
午

後

正
六
時

開
會

、

一
通

り
の
挨
拶

が
あ

つ
て

三
君

の
祝

福

を
謳
歌
し

て
乾

盃
し
、
歡
談

を
盡

し
て
長

い
夜

を
束

の

間

に
更

か
し

て
仕
舞

ま
し

た
。

常
日
の
出
席
に
お
客
さ
ん
の
外
左
の
諸
君
で
し
た
。

(加
古
川
)

福

田

徳

治

郎
　

(尼
ケ
崎
)

内

藤

業

太

郎

(神

戸
)

横

山

三

郎
　

津

堀

保

小

澤

清

躬
　

藤

原

政

雄

(大

阪
)

畠

山

恒

三
　

永

野

武

二

山

崎

磐
　

山

口

茂

黒

住

久

原

著

紹

介
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